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まえがき

福島県沿岸では主として冬春期に船曳網や刺網でシラウオ親魚を対象に漁業が行なわれており、高

級魚、であることから同時期の小型船としては主要な漁業のーっとなっている。表 1に福島県における

主要産地のシラウオ水揚量と金額を示したが、隣接漁協の水揚を含めると豊漁年に:ま3千万円を超えるO

福島県経済部水産課1)によれば、近年県北部の新地漁協では水揚量が減少しているとし、また最近

年では表 1にみられるように当県におけるシラウオの主産地は請戸漁協を中心とした県中部に移りつ

つあって、当資源の有効的な利用と漁況予測のために資料を整備する必要がある。
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表 1.主要産地の水揚量と金額

水揚量(瓦") 水揚金額(千円)

請 戸 新地 三日宝月 戸 新地

1，180 314 296 78 

5，457 2，120 1，091 998 

30，464 27，001 10.198 11.453 

6.563 6，758 2.806 3，027 

9，547 6，689 4，723 2，673 

11.851 11，738 5.774 4.601 

28.353 4.702 15，214 2，979 

20，415 14，455 16，222 7，810 

20，927 13，551 I 18，384 I 8，328 

福島県海面漁業漁獲高統計

中国・台湾・朝鮮・日本に分布するシラウ;;t科saー

langidaeには 3亜科・ 6属・ 12種が認められている

の針。 12種の種名および地理的分布はWAKlYA田 d

TAl'仙!ASI21によれば表 2のとおりである。これに

よれば福島県沿岸ではシラウオSalα昭 ichthysmic-

T odon BLEEKER e，イシカワシラウオSαlangi chth-

ys ishik倒刷 WAKIYAand L必叫{A81の両穫の分布

が予想されるO

昭和41年度から県南を中心にシラス・コオナゴ船

曳網漁業の調査を行なったが、この誌査を通じて所

論『シラウオ』をみる機会を得て種の査定を行なっ

たので報告する。

なお標本魚の採集に便宜を計られた新地漁業協同

組合長@鈴木助一氏，請戸漁業協同組合長・小松晴信

氏および両組合員の諸氏と、貴重な文献を貸与され
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助言を賜わった東北区水産研究所・訪宇佐多津維博士に厚くお礼申し上げる。

稜 2. シラウオ科S轟l細密id轟eの種と分布の舞欝

亜 科 属 種 分 布
subfamilis Genera Species Geogra凶 icaldistribution 

シラウオ亜科ProtosalanginaeWAKIYA and 1AKAHASI 

オオクチシラウオ属Protosa1 anx Rro釧 1908

オオクチシラウオP.h.グ-alocrani us (M即 rT)，1901鴨緑江.大同江，漢江，上海，天津，白河遮河

シラウオ属蜘胸鞠ichth開 E包囲KER. 1860 
東海岸では北海道網走湖以南岡山県まで，

シラウオ S• microdon B回 E阻 R • 1860 臼本海側勺土樺太.北海道，本州.九州西岸

イシカワシラウオ S• ishikα四 eW¥KIYA and TAI叫悩1，1913宮披県茨城県，静岡県不剛1県

ヒメシラウオ属 NeosalanxWAKIYA and TAKAHASI ， 1937 

ヒメシラウオN句J目。rdaniWAKIYA如 d百陥HASI 鴨緑江，成川@洛東江

アリアケヒメシラウオ N.reganius WAKIYA and TA貼附I 有明湾

シナヒメシラウオN.hubbs i恥 KIYAa凶 TAI制 ASI 天 津

チョウセンシラウオN.andersonι(RENIW:lL) • 1923朝鮮の黄海に注ぐ河川 天 津

アリアケシラウオ.!ffi科SalanginaeRE倒 N，1908 

アリアケシラウオ属 SalanxUJv印私 1817

S.叫 vieriCUVIER and祖国間I町四1849

アリアケシラウオ S.ariakensis K!SHINOUY号:.1.9.~.2 有明海昭島緑江大同江金山海州 Lianko
トンガリシラウオ S.αcuticeps RE品 N，1908淡水JII• LakeK"a'~diiばu 台肖i1

ザ 組頗， Pei ta iho • Tai ping (以正中国)
ツノシラウオ属 Leucosm苗 G込:Y.1831 

ツノシラウオ L • r eeve si i GRAY. 1831 'iUJ頭，上海から広東まで噴門

マノレシラウオ亜科目emisalanginaeWAKlYA and TAKAHASI， 1937 

マルシラウオ属Hemisalanx RE臥 N.1908 

マルシラウオ H. prognath山ぬ抱AN.1908鴨緑江，大同江.上海，揚子江

材料および方 法

査定に供した材料は，昭和42年 2 月下旬~4 月下旬に新地漁業協同組合員により新地地先で刺網に

よって漁獲されたもの(採集月日・同地点不明)と，昭和42年 3月26日に請戸漁業協同組合員により

請戸地先水深 7.5mで船曳網によって漁獲された親魚である。

調査項目は全長，標準体長 e体高，背鰭条数・同基底長・同鰭条長，智絵条数亀岡基底長・同繕条

長 e胸島義条数・(同基底長い間鰭条長. (腹鰭条数)・(同基底長)・同鰭条長. (背椎骨数). 

(第 1鯨弓の鍾思社数).管鰭鱗数について雌雄各 3尾を測定し〔ただし()内は請戸地先採集標本魚

についてのみ測定したoJ.新地地先採集標本魚については前上顎骨，上顎骨，下顎，下顎歯，舌及び

卵について観察を行なったC

各部位の測定規準は松原叫によったo 新地地先採集標本魚の各部位の測定はディバイダーを用いて

測定を行なったため充分な精度でなかったので巾議戸地先採集魚は万能投影器を用いて鰭基底長と鰭

条長を測定した。

また背椎骨hHAmsfImdSU却悶 4〉，鈴木の私信を参考に表 3によって染色を行なった後HAYASHI

and SUZUKI
5
)によって顕微鏡で観察し.第 1椎骨 atIas料から尾尖骨 urostyle*料を加えて算定Ltc。

*付図 1.判付図上林*付図盟を参照のこと。



表 3. 脊椎婚の染色

順序 処 理 方 法

水 洗
水道水を滴下し.流水にて水洗

水洗後肉部・娘球等を除去

透化
5%苛性ソーダ←水溶液に肉部骨俸が透

けてみえるまで浸演

染色
苛性ソーダー 19 ，グリセリン 20CC，蒸

j留水79CC， アリザリンレsド1%水溶液数滴

脱色 脱グリ色セしリ，ン骨50髄%部溶分液の中染に色浸が演明し瞭，肉lニ部みらのれみるをまで.冒

保存
グリセリン70%溶液中に防腐のため少量のチ

←ルを加え日光の直射を避ける

結 果

標本魚観察の結果は次のようであった。

盛科の検索

3 

所要時間

2 4 時間

4 8 

2 4 

4 5 

前上顎骨premaxillar}'(1)形は普通で. 前方に鉱大部anteriorexpansionがない。前上顎骨齢r四郎司

i II ary teethは小さく，上顎骨島田xillaryteethは多い。下顎 rnandibleは突出しない。下顎前縫合

突起presymphysia 1 aJ明 ndageがない。下署員、縫合犬歯syrnphysialcaninesがない。胸鰭条pectoralr-

ayは15以上であった(図 1.表 4，表 5)。

…シラウオ亜科Protosalanginae 

Prernaxillary 加'landible

加'laxi11 ary Tongue 

Upper Jaw La隅rjaw 

図1.新地地先のシラウオ成魚の上顎と下顎
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表4.新地地先で採集されたシラウオの諸形質

ごR哨~f 雄 壮
社

a
n
F
 

2 3 1 2 3 
備 % 

全 長棚 69.3 65.5 66.0 72.5 73.6 75.5 

標 準体 長脚 61.9 57.3 58.0 65.065.266.9 

体 高問 8.8 9.0 8.4 7.0 9.0 7.5 背鰭始部直下

背 鰭 条 12 15 15 14 14 15 全の鱒た。後条第数部 鰭最殺後フの星 2底島か義ら条最は1本 、

背鰭基底長棚 6.1 6.8 7.8 
し 1 基 後の

7.2 8，0 7.7 条 の膜が体に接着してい

背鰭鯵条長棚 5.0 6.。5.0 4.0 5.0 5.0 
点、までO 最も長い由香条の基底
ら先端まで

磐 鵠 条 25 24 24 24 ? 22 ? 24 

啓鰭基底長脚 10，7 10.3 11，6 8.7 8.7 9.7 

磐 鰭時条長棚 6.0 7.0 6.5 3.7 3.8 4.3 

胸 島告 条 25 26 23 27 24 25 

胸鰭鰭条長翻 7.1 8.1 6.7 2.0 2.0 2.1 

腹鰭鰭条長棚 7.0 7.0 6.0 3.8 4.3 4.3 

管 鰭 鱗 右25 芸ZZii
備 考 抱卵肘1?l!'Jftする抱卵する. 

車普

表 5.請戸地先で採集されたシラウオの諸形質

¥形ミ質ミ~、士~体遺性E雲!L 雄 雌
備 考

2 3 2 3 

全 長腕 64，0 65.7 61.1 69，7 68.5 72，5 

標準体長問 56.157.9 53，5 62.0 62，5 64，6 

体 高腕 10.0 9.0 8.0 8網 5 8.5 8.1 

背 鰭i 条 14 15 15 15 14 15 最後の 2鰭条は 1本とした

背鰭基底長鵬 7.3 7.5 7，3 7，5 7.0 7.5 

背鰭睦条長蹴 5.5 5.5 5.0 4.5 4.5 4.3 

聖普 鰭 条 25 24 25 23 23 z3 最後の 2腕鰭あ条は L本とした
磐島香基底長問 11，5 10.5 11.0 10.0 9.5 9，5 最初に 1 りか@数えず

轡 鰭陪条長蹴 6.5 6.5 6.0 3.3 3.7 3，5 

日旬 賭 条 24 23 24 27 23 25 

L手』当胸 艦基底長問 4.5 4.0 3.6 4.。3，8 4.0 

胸鰭鰭条長岡 8個 5 7.5 8.5 1.8 2.0 2.0 :.. ~ ! 

腹 鰭 条 7 1 7 7 7 7 

腹由香基底長泥沼 1，6 1.6 1.6 1.0 0，9 1.2 

腹自普鰭条長腕 6.3 .6.3 6.4 3.7 3.7 4.0 
く二基底後よ頭羽骨k"~ 1椎骨

背 椎 骨 58 60 58 59 59 56 

餌 杷 16 17 18 17 18 18 第 1総弓の全紙組数
啓 鰭 鱗 E27E24 

左24 1I. 28 1I. 23 

備 考 背折椎損骨後管官部署条切背折損椎骨 抱卵 す抱卵 抱背椎卵せず
するる 骨

すぬか? 折損
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属の検索

口蓋歯palate t eet hは不明で、あった。舌歯tongueteeth はない。背鰭の一部は智鰭の上方にあるo

…シラウオ属Salar引 chthysB回 EKE孔. 1860 

種の検索

軍事鰭条組al，fin ray 23 ~25 軟条e 背鰭条 dorsa1 f in ray 12 ~ 15軟条 (1腕?は軟条とした。).胸

鰭条pectora'lfin ray 23~27軟条，腹鰭条，ventral fin ray 7 軟条，背椎骨数56~60 .第 1銀弓の全

線杷数16~ 18" 轡鰭鱗右仮IJ24~28枚(左側j に 31枚を有する個体があョた0).前上顎骨歯premaxi Ilary 

teeth左側 4本・右側 5;1転 e 下顎歯mandibularteeth左側8本・右側 5本で下顎前部にのみ存在，口

蓋歯palateteethは不明であった(図 1.表 4，表 5)。

卵膜の匪干しから卵の半極を蔽い，眼孔を中心として 8個の大きな手しが菊花状に配列し.膜の残部の

全表面に多数の小孔が散在していた(図 2)。

以上の結果から次のように査定される。

…イシカワシラウオSalangichthysishikawai WAKIYA釦 dTA即位ASI

図2. 鶴戸地先のシラウオ卵

雌雄の差異

全長total length，標準体長st相似rdle昭 thは離femal副長い。体勘odydepthは鮒temaleが低

u、。
...・ H ・雌は雄に比し体が細〈長い。

背鰭鰭漁長thelongest dorsal fin rayは雌femaleが短い。

-…・・・雌は雄に比し背鰭が細長い@

瞥経基底長lengthof anal b.aseはi臨e回 leが短い。腎鰭鰭条長tbelong回 tanal f in ray は雌f←

maleが短〈鰭maleの2分の 1程度である。

-…・・離は雄に比し撃事鰭が小型で納長い。

胸鰭鰭条長the longest pector，d fin rayは船田aletJ;短し雄maleの 4分の l程度である。

・・・H ・H ・..…i維は維に比し胸鰭が尖っていない。

腹鰭基底長lengthof ventral baseは雌 femaleが短い。脆噛鱗条長thelonges t vent ra 1 f in ray 
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ば雌femaleが短く.雄同leの 3分の 2程度であるo

…雌は維に比し腹鰭酔j、型で尖っていな同

維 maleのみが智鰭鱗 analscaleを有する。 雄maleの際鰭基底部は粘着性がある(表 4.表 5)。

要 約

1. 福島県新地および請戸地先海面で昭和42年冬春期に漁獲された『シラウオ』を検索した結果，

イシカワシラウオSalangichthysishikaW7i WAI}:rYA組 d1A臥H.AsIであることを認めた。

2. 智鱗鱗加al scalesは右側 24~28枚を有し，左側には31枚を有する個体もあ u てWAKIYA and T 

A臥臥SI坊が報告した25枚とは相異している。

3. 親魚は各鱗とも雌は雄に比し鰭条長th e longest fin rayが短く小型で.胸麟pectralfinお

よび腹鰭 ventralfinは特に雌雄差が顕著であって.維の鰭条長が前者では雄の '/4.後者では雄の

%程度で雌は丸味を帯びており樹立尖っている。
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PI重量te1. 爾声地先のシラウオ成魚の骨鰯 7 

Po鐙色畿日. 請戸地先のシラウ寸成魚背檎脅 Plate圏. 諦戸地先の、シヴコオ成魚背椎骨

前部骨鰯 Urostyle及びその附属骨


